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情報交換共有機構とふるまいのﾃﾞｻﾞｲﾝ

• 情報交換共有機構
–P2Pのコンピュータ環境

–情報交換のプロトコル、エージェント

–パーソナルリポジトリ

• ふるまいのデザイン
–ActingOutワークショップ



設計から製作へ「不思議黒板」

• まだない（見たことのない）機能（ふるまい）のデ
ザインへのとりくみ

• 未来のコミュニケーションツールの開発のための
ワークショップ
– ActingOutワークショップ

（2000.09,NTT・多摩美術大学）

• こんなテーブルが欲しい
– 記憶をたどれる
– 議事録の作成支援

• 参照：ポスターセッションPo-21



「不思議黒板」の目標とする機能

• ミーティングの支援を目指して
– デジタルデータの「持込」が容易
– 持ち込んだデータの「編集」が容易

– 編集されたデータの「持ち帰り」が
容易



試作（設計図面）



試作（完成写真）



実験の目的

• 情報交換共有目的の電子黒板型
テーブルに「意味はある？」
– 垂直ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞに向いた方が

使いやすい？

• 会議のプロトコルに変化がおきる？
– 対面型ミーティングでは

協調動作、相乗効果が生まれる？



「不思議黒板」の評価実験

• ２００１年８月
• 京阪奈学研都市

NTTコミュニケーション科学基礎研究所

• 多摩美術大学プロダクトデザイン学科４年
生６名、情報デザイン学科３年生３名、４年
生３名

• ２日にわたり３つの課題を実施した



評価実験　実験１

• デスクトップパソコンによる個人作業
– タッチパネルの操作方法の習得
– ソフトウェアの操作方法の習得

→他の人とは相談はしないで、一人で新
しいコーヒー用ペットボトルのデザインを
行った



写真（個人実習風景）



実験に用いたソフトウェア

• ActingOutによる機能設計と実装

• ペイントソフト

• 短時間で操作可能
• テーブルとして使用するものなので、コン

ピュータの複雑な機能は排除

• タッチパネルでの操作性にチューニング



写真（ｿﾌﾄ画面）



写真（ｿﾌﾄ画面）

メニュー
「皿」

レイヤー
切り替え

10枚の
「紙」＝冊

描画
エリア



評価実験　実験２

• 垂直型画面での共同作業
– プロダクトデザイン学科２名、情報デザ

イン２名の４名での共同作業
– 次期スマートクラスの自動車のコンセプ

トデザインを行なう
– ４０分後に簡単に経過を説明
– 翌日１０分の準備時間後発表を行なう



写真（垂直型使用風景）



評価実験　実験３

• 水平型画面での共同作業
– プロダクトデザイン学科２名、情報デザ

イン２名の４名での共同作業
– 次期スマートクラスの自動車のコンセプ

トデザインを行なう
– ４０分後に簡単に経過を説明
– 翌日１０分の準備時間後発表を行なう



写真（水平型使用風景）



実験の目的

• 実験2（垂直型電子黒板）と実験3（水平型
電子黒板）での相違（差異）の発見
– 会話数（カジュアルかフォーマルか）

– 描かれるオブジェクト数（アイデアの沸く数、ミー
ティングの発散と収束）

– 機能分担としての協調動作（操作のしやすさと、
役割分担）

– 作業分担的協調動作



実験結果の仮説

– 会話数
• 垂直＜水平

– 描かれるオブジェクト数
• 垂直＜水平

– 機能分担としての協調動作
• 垂直＜水平

– 作業分担的協調動作
• 垂直＜水平



実験結果の評価方法

• ビデオと描かれたものを基にオブジェクト切出し

会話映像からオブジェクトに分割



実験結果の評価方法

• 会話とオブジェクトの連関の切り出し



図（実験結果グラフ１）



図（実験結果グラフ２）



実験結果のまとめ

• 数値から得られた結果
– ミーティング中の発話とオブジェクトの描画の連鎖が「水平」の方

が多い。（発話→描画、描画→発話）
– 協調作業を促すような現象・効果は水平・垂直に差は見られなかっ

た。

• ヒアリングから得られた結果
– 協調活動を促す要因は水平、垂直以外の要因が大きい？

– ミーティングの連鎖的展開が水平型には起こりやすい？
– メンバーの雰囲気をつかみやすい水平は｛便利｜不便｝？
– 同時記入可能者は１名であった方が｛便利｜不便｝？



考察

• 共有画面の縄張り
– 発言、参加機会の獲得
– ミーティングへの参加意識の高揚
– プライベート空間、パブリック空間、セミプライベート空

間の存在

• 情報共有にはことばによる概念の共有が
必要である
– オブジェクトに関連のあるコメントの多いものが発表時

に使われる傾向にある



今後の課題

• 実験のテーマ設定
– 特徴の抽出の簡単な課題設定へ

• 実験結果の分析手法
– 目標はミーティングの協調活動の支援

• 水平垂直の比較以外の比較
– 人数、同時操作可能人数、会議局面への最適支援方法

• ミーティングの支援システムとしての「テーブル」へ回帰
– 情報の「持ち込み、編集、持ち帰り」

• ミーティング空間のデザイン
– ミーティングのタイプとメンバー構成
– ミーティングの協調活動とは
– ミーティングの「IT」による支援とは？


